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対象畜種

豚

協議会構成員

畜産農家、四万十農業協同組合、（有）営農支援センタ
ー四万十、 JA西日本くみあい飼料、四万十町農林水産
課、高知県西部家畜保健衛生所高南支所 等

供試品種

クサホナミ　　0.5ha
クサノホシ　　0.5ha

飼料用米生産面積

1.0ha

取組の概要

取組内容

①飼料用米の流通、保管、調製に係る実証調査

◆主食用米との区分を図るため、生産者は組織に限定した
栽培。
◆収穫物はカントリーエレベーターに全量集荷
◆ＪＡ倉庫から粉砕工場までの移送は、飼料会社の手配に
より確保し実施。

②飼料用米の給与による家畜・畜産物への影響調査
（畜産物の成分分析を含む）
試験設計：配合飼料に20％配合。肥育豚に対して出荷前

までの2ヶ月間給与。
調査項目：①発育（増体）調査

②嗜好性の調査

③格付け
④畜産物の理化学分析
⑤食味アンケート調査

③飼料用米を利用した畜産物の普及活動
◆飼料用米給与豚の試食会
◆マスコミへの取組み情報提供（新聞、TVでの紹介）等

取組によってわかったこと

１．調製・保管・流通について、次のことがわかりました。

■飼料専用品種を栽培し、食用米より作付け時期を遅らせ
ることにより、食用米との区分管理（流通・保管）が可
能であることが実証された。
但し、一般食用米の収穫時期が年々遅くなってきており、
作業時期の分散が困難になることが懸念される。
■飼料用米の作付を拡大したときの区分管理や保管場所の
確保が課題。
■H20年度は、収穫時の天候が悪く、水分含量が高かっ
たため乾燥調製費がかかった。
適期収穫の見極めが課題として残った。
■H20年度は倒伏が多く、収量が伸びなかった。
飼料専用品種の適正施肥など栽培技術の検討や、低コス
ト・多収技術の確立・普及が課題として残った。

2．家畜・畜産物への影響について、次のことがわかりました。

■増体は、飼料米給与区の方が雌雄ともに良かった。
飼料要求量は飼料米給与区の方が小さかった。
■厚脂になり枝肉の格付けは下がった。
■豚肉の成分分析では、通常の飼料給与区と比較し、赤身
中の脂肪分が多く、噛みごたえがあるという結果になった。
旨み、香り成分では、大きな差異は見られなかった。
■試食会では、「赤身がきれいで、ほどよい脂。食感が柔
らかい」「肉本来の味が強い」など高評価が得られた。

3．普及活動について、次のことがわかりました。

■試食会では、「赤身がきれいで、ほどよい脂。食感が柔
らかい」「肉本来の味が強い」など高評価が得られた。
■飼料米生産の取組みに関する情報発信（新聞、TV等）
や試食会を通じて、地域内外へのPRにつながった。
※普及活動は、Ｈ21年度から具体的に取り組む予定。

高知県 四万十農協飼料米活用研究会


